
 

世
界
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発
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平成６年６月１９日 第１５号 葉書を出す暇位、作れ 

75 

▼
葉
書
出
さ
ず
ぐ
ず
む
っ
て
い 

た
ら
佐
原
新
一
⑦
日
本
生
命
仙 

台
総
支
社
、
記
事
と
葉
書
を
持 

参
の
督
促
。
長
女
25
才
本
年
5 

月
結
婚
、
相
手
は
大
内
嘉
明
② 

郡
山
北
部
の
妹
の
子
。
原
正 

夫
④
県
議
、
主
賓
出
席
。
新
婚 

夫
婦
の
新
居
が
熱
海
に
あ
る
と 

か
で
た
ず
ね
て
き
た
。
妻
は
吉 

田
孝
雄
⑤
星
総
合
病
院
の
お
か 

げ
で
無
事
出
産
か
と
思
い
き
や 

、
無
事
退
院
だ
っ
て
▼
葉
書
の 

ス
ポ
ン
サ
ー
声
掛
け
し
た
ら
3 

回
発
行
分
溜
ま
っ
た
橋
本
正
倫 

JA 

①
福
島
電
工
、
橋
川
隆
夫
⑥
東 

工
大
付
属
高
、
い
ず
れ
も
記
事 

掲
載
分
と
し
て
。
大
戸
光
麿
⑥ 

住
友
銀
行
、
私
の
紅
葉
館
に
宿 

泊
の
上
、
協
力
。
佐
藤
善
次
郎 

⑥
妻
文
子
、
駅
前
［
ス
ナ
ッ
ク 

か
れ
ん
］
の
マ
マ
、
75
期
会
利 

用
の
お
礼
だ
と
。
▼
名
前
を
出 

せ
な
い
記
事
も
あ
る
。
住
所
録 

に
掲
載
さ
れ
て
居
な
い
同
期
生 

Ｘ
君
か
ら
連
休
中
に
宿
泊
し
た 

い
と
、
予
約
が
入
っ
た
。
小
学 

時
代
の
同
級
生
で
も
あ
る
彼
に 

会
う
の
は
20
年
振
り
。
彼
が
連 

れ
て
来
た
妻
子
を
構
わ
ず
昔
話 

を
し
た
。
次
の
朝
、
子
供
の
衣 

類
を
忘
れ
て
行
っ
た
。
聞
い
て 

い
た
住
所
に
送
付
す
る
よ
う
に 

し
た
が
、
昼
過
ぎ
℡
が
入
り
別 

の
住
所
を
知
ら
せ
て
よ
こ
し
た 

。
従
業
員
が
私
に
言
っ
た
『
社 

長
、
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
あ 

の
人
の
妻
子
で
な
か
っ
た
ん
で 

す
よ
。
社
長
に
聞
い
て
た
住
所 

に
送
っ
た
ら
家
庭
不
和
を
起
す 

と
こ
で
し
た
』
そ
う
言
え
ば
、 

ど
う
見
て
も
女
は
30
前
後
、
子 

供
は
3
才
位
だ
っ
た
。
昔
同
級 

会
を
し
た
時
、
あ
る
恩
師
が
言 

っ
て
い
た
っ
け
。
『
お
前
ら
、 

楽
し
そ
う
に
集
ま
っ
て
い
る
が 

出
れ
な
い
仲
間
も
い
る
こ
と
忘 

れ
ん
な
よ
』
▼
伊
藤
弘
毅
⑥
酪 

王
牛
乳
。
確
か
新
年
号
に
『
衛 

生
管
理
士
資
格
取
り
た
い
』
書 

い
て
あ
っ
た
よ
ね
。
数
年
前
前 

々
部
長
が
退
任
さ
れ
、
当
工
場 

に
は
有
資
格
者
が
お
ら
ず
、
他 

に
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
。
十 

才
年
下
の
後
輩
と
2
人
で
挑
戦 

自
費
で
産
能
短
大
の
通
信
教
育 

を
受
け
ま
し
た
。
彼
は
昨
年
暮 

れ
に
み
ご
と
合
格
私
は
2
月
に 

通
信
教
育
終
了
、
3
月
受
験
失 

敗
、
5
月
再
挑
戦
し
て
合
格
。 

目
標
を
投
定
し
て
頑
張
る
事
は 

素
晴
ら
し
い
！
▼
今
回
か
ら
同 

窓
生
数
名
、
送
付
す
る
事
に
し 

た
。
更
に
希
望
は
乞
う
連
絡
。 

▼
前
回
郵
便
戻
り
2
通
有
り
。 

引
っ
越
し
た
ら
住
所
変
更
下
さ 

い
。
そ
の
辺
の
Ｄ
Ｍ
と
一
緒
に 

思
っ
て
い
る
の
か
な
▼
の
っ
て 

い
る
の
で
、
す
ぐ
次
号 


